
丸子地区会長：内堀清美さんのお話

少年補導員は自治会から推薦された委員で、地域に

おける街頭補導及び環境浄化等の活動を通じて青少

年の非行予防、未然防止及び健全育成の活動をします。

主な活動は定期補導、一日補導、環境チェック活動、

特別補導です。地域の協力者の方とともに、「地域のみ

んなで見守ろう、育てよう青少年」を合言葉に、街頭活動

を行っています。補導活動は非行少年発見や犯人捜し

ではなく、大人の立場から心配される行為に対し、注意、

助言を中心に正しい道へ導く活動です。（裏面につづく）

上田市少年補導委員会 【活動のねらい】

少年育成関係機関及び関係団体並びに民間有志者の協力を得て、少年育成活動を推進し、少年の

非行を防止すると共に、その健全な育成を図るため活動しています。上田市全体で２０６人、丸子地域

には２５人の委員がいます。

丸子地域教育事務所から、地域の公民館の活動や青

少年の事業など、地域で行われているさまざまな活動や

人物などにスポットを当て、年４回程度発信しています。

今回は、１１月が「子ども・若者支援強調月間」であること

から、上田市少年補導員と丸子地域青少年指導者協議

会のみなさんの活動についてご紹介します。
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会長：関本吉人さんのお話

わくわく体験塾（丸子公民館から委託されている

事業で、丸子地域の小中学生を対象に年４回程度

のイベントを企画運営しています）などのイベントを

開催して、自然の中での仲間づくりを通じ、集団生

活におけるマナーを学びます。普段の学校生活と

は違った仲間をつくり、楽しく集いながら協力して

活動することは、子どもたちのこれからの人生にも

大きく影響するのではないでしょうか。

最近は子どもたちが地域の大人たちから怒られ

ることも少なくなりました。家庭や学校以外での学

びで豊かな心を持った子どもたちになってほしい、

そう願っています。

わくわく体験塾で今まで行ってきたものは、練馬区立

武石少年自然の家での宿泊体験塾です。他の学校の友

達と一晩を過ごすことは、子どもたちにとって大きな体験

になっています。日帰りで黒曜石のふるさとで縄文人に

チャレンジ勾玉づくり、弓矢体験、ファミリー牧場でトラクタ

ーの乗車体験や動物とのふれあい体験も行いました。子

どもたちはとても行儀よく参加してくれますよ。

その他、川遊び魚のつかみ取りをして焼いて食べよう、

竹でマイ箸づくり、くしづくり、ペットボトルでプロペラ付の

車づくり、野外での料理、ビール缶でご飯を炊いて食べよ

う、青竹でパンづくりなどをやりました。

わたしたち指導者協議会の会員も楽しく勉強し合いな

がらの体験塾にしたいと思ってイベントを企画していま

す。関心のある方は丸子公民館に連絡をください。ぜひ

一緒に活動しましょう。今後は同じ目的をもった会との交

流会も考えています。

（表面からのつづき）補導の「補」と、逮捕の「捕」と混同され誤解されがちですが、「補い導く」ことを基本に、排

除の理論でなく「寄り添い支援する」と考え、“こんにちは”、 “どうしたの？”と声掛けをしながら自然な態度で

接しています。

今子どもたちはネット社会の中にいます。気軽に位置情報を送ってしまうリスクもあり、SNS、画像無料アプ

リ、ゲーム等のトラブルが問題になっています。子どもは教わらなくても知っています。保護者は管理する意識

をもっと持ってもらいたいです。少年、少女の行方不明の事件がありました。普段私たち大人が子どもたちを

見守り、特に夜間に安全安心な地域をつくる活動を今後も続けます。

丸子地域青少年指導者協議会 【活動のねらい】

青少年の健全育成の重要性から丸子公民館と連携した活動を通じて、青少年の育成活動の普及・振興

を図ります。また、青少年を育てる地域づくりと青少年の豊かな心を育むことを目的としています。

現在は会員１１人で活動しています。


